
平成２７年度こまき応援寄附金の状況について 

１ 実績 

寄附件数：8,102件 寄附金額：1億 6,188万 5,943円 

活用コース 件数 寄附金額 

お年寄りや障がい者にやさしいコース 1,167件 22,416,450円 

環境にやさしいまちづくりコース 1,130件 18,901,450円 

高校進学の準備を応援するコース 333件 35,098,543円 

こどもの夢・チャレンジを応援するコース 1,310件 18,428,950円 

子どもの教育施設の環境づくりコース 1,230件 17,668,450円 

文化の香り漂うまちづくりコース 374件 6,398,650円 

スポーツに親しむまちづくりコース 180件 3,319,450円 

市長におまかせコース 2,519件 39,654,000円 

合計 8,243件 161,885,943円 

 

寄附金はお選びいただいたコースに合わせて各種基金に積立て、翌年度以降の事業に活用します。 

２ 寄附の使途 

① お年寄りや障がい者にやさしいコース（社会福祉基金へ積み立て）             

◆活用事業◆ 

・特別養護老人ホーム等施設整備費補助事業 

介護が必要な高齢者が施設に入所し、その方らしい安心した暮らしが

継続できるように、特別養護老人ホームの施設整備に要する費用を補

助しました。 

 

・ボランティア活動等助成事業 

小牧市社会福祉協議会の運営するボランティアセンターの運営補助、ふれあいいきいきサロン活動

団体への助成等を行いました。 

 

 

・三ツ渕、村中児童クラブ整備事業 

 保護者が仕事などで昼間家庭にいない小学校の児童に、遊びや生活の場を提供するためクラブ室を

増設、改修し、快適に過ごせる環境を整備しました。 



② 環境にやさしいまちづくりコース（環境事業基金へ積み立て）               

◆活用事業◆ 

・新エネルギー導入助成事業 

環境に有益な新エネルギー活用促進のため、太陽光発電システム

を自己の住宅用に設置する市民に対して設置費用の一部を補助し

ました。 

 

③高校進学の準備を応援するコース（育英事業基金へ積み立て）                

◆活用事業◆ 

・奨学交付金等交付事業 

向上心に富みかつ経済的に恵まれない生徒が高等学校等へ進学す

る場合に、入学に必要な経費の一部を支給しました。 

 

④こどもの夢・チャレンジを応援するコース                         

⑧市長におまかせコース                                  

◆活用事業◆ 

・夢にチャレンジ助成金支給事業 

自分がチャレンジしたい内容をプレゼンテーションしてもらい、優秀者に希望額を助成しました。 

・ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」開催事業 

トップアスリートなどが「夢先生」として自らの体

験をもとに、「夢を持つこと、その夢に向かって努力す

ることの大切さ」などを講義と実技を通して子どもた

ちに伝えることで、子どもの人格形成を支援する事業

費の一部として使用しました。(市内全小学校 16校、

小 5全クラスで実施。) 

 

・こども夢・チャレンジカップＵ－１２（小牧市長杯）開催事業 

子どもたちのサッカーに対する夢・チャレンジを応援するために、在日海外海外クラブチームなど

が参加するジュニアサッカー大会などの事業費の一部として使用しました。 

 

 

 

（こども夢・チャレンジ基金へ積み立て） 

 

「夢の教室」開催の様子 



⑤子どもの教育施設の環境づくりコース（次世代教育環境整備基金へ積み立て）         

◆活用事業◆ 

・小中学校施設営繕事業 

市内小中学校において老朽化している部分や

教室を改修することで、安心して学べる環境整備

を行うために、平成 27年度は市内全ての中学校

の普通教室と一部特別教室にエアコンを設置し

ました。 

 

⑥文化の香り漂うまちづくりコース（文化財保護事業基金へ積み立て）             

◆活用事業◆ 

※平成 27年度末時点で活用実績はなし。次のような事業 

に活用予定。 

・史跡小牧山整備事業 

織田信長が小牧山に城を築き、小牧・長久手の合戦では、

徳川家康軍の陣城となった小牧山の復元整備を行います。 

 

⑦スポーツに親しむまちづくりコース（スポーツ振興事業基金に積み立て）           

◆活用事業◆ 

・スポーツ振興事業基金積立事業 

スポーツ活動機会の充実を図るため、市民体育大会、シ

ティマラソン大会、市民駅伝競走大会、Ｖ・プレミアムリ

ーグ等誘致事業などの事業費の一部として使用しました。 

 

 

 


